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ということも教えるということもそれぞれ独立

した営みではなく、同時に互いに相手を前提と

して成り立つのである」と一致する。学生たち

は、教えられる経験を通して、相手の立場に立

ち相手を理解し、相手との良好な関係性を築く

ことの重要性を学んでいた。

　臨地実習において看護学生は、受持ちの患者

やその家族、受持ち以外の患者、患者を取り巻

く医療スタッフ、実習指導者、病棟スタッフ、

等多くの人々と関わりをもつことになる。本研

究では、「教えるとき」、「教えられるとき」とい

う立場での基本姿勢について学生は、良い関係

を築くために必要な姿勢についてレポートして

いたが、相手の立場に立つということは「教え

るとき」、「教えられるとき」の場面に限らない。

このSPP技術演習という科目での気づきは、今
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「SPP技術演習」における学びの検討

表３　今後の課題



後の対人関係のあらゆる場面において活かされ

るであろう。

Ⅷ．本研究の限界と課題

　本研究において、指導役の上級生の代わりを

教員が行ったことで、学生間における関係性に

ついては言及することは困難である。しかし、

2年後期において学生は4年生になった時のこ

とを見据えて、教えるときの姿勢についても多

くのことを学んでいた。彼らが4年生になった

時、この経験をどのように活用し、下級生を指

導するかを明らかにすることが今後の課題であ

る。

Ⅸ．結論

１ ．教えるときの基本姿勢は、【教える側の基

本スタンス】【相手に合わせた教え方の工夫】

【教えることで得るもの】の3カテゴリに分類

された。

２ ．教えられるときの基本姿勢は、【教えられ

る側の基本態度】【主体的な学習姿勢】【相手

に学ぶ意欲を見せる】【学びを深める】の4カ

テゴリに分類された。

３ ．今後の課題は、【双方共通の配慮】【教えら

れる側の課題】【教える側として気をつける

こと】の3カテゴリに分類された。
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